
古
い
御
知
己
で
あ
り
、
又
私
の
壽
像
製
作
の
話
を
聞
か
れ
て
、
大
に
同
俯
と

賛
成
を
せ
ら
れ
ま
し
て
、
試
瞼
所
で
試
瞼
的
に
等
身
の
陶
像
を
焼
い
て
見
や

う
と
云
ふ
事
に
な
り
、
約
三
ケ
年
を
紐
て
や
う
や
く
出
来
し
た
様
の
次
第
で

あ
り
ま
す
。
私
と
致
し
ま
し
て
は
、
釉
薬
の
色
や
其
他
に
ま
だ
／
＼
研
究
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
所
が
あ
り
、
又
彫
刻
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
尚
惹
に
満
た

ぬ
も
の
が
あ
っ
て
、
先
生
の
御
尊
容
を
表
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
ど
う
か
御
受
納
を
得
ま
す
る
な
ら
ば
誠
に
幸
に
存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま

⑩

依
嘱
製
作
六
曲
屏
風

昭
和
十
年
四
月
、
依
嘱
製
作
の
東
京
十
二
最
六
曲
屏
風
が
完
成
し
、
四
月
十

日
歌
舞
伎
座
に
於
け
る
東
京
市
主
催
満
洲
国
皇
帝
奉
迎
式
に
於
い
て
皇
帝
に
献

上
さ
れ
た
。
各
紙
が
こ
れ
を
大
き
く
採
り
上
げ
て
い
る
が
、
四
月
十
日
の
『
時

事
新
報
』
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

市
猷
上
の
屏
風
完
成

•

あ
す
皇
帝
陛
下
へ

歌
舞
伎
御
見
物
の
折
御
座
所
の
後
に
配
す

美
校
諸
赦
授
が
精
根
盪
し
た
東
京
十
二
景

す。

見
事
な
出
来
榮

御
来
訪
の
御
思
出
の
よ
す
が
に
も
と
東
京
市
が
滴
洲
國
皇
帝
陛
下
に
獣
上
す

る
東
京
十
二
景
地
板
嵌
入
六
曲
屏
風
一
双
は
、
美
術
學
校
の
諸
教
授
が
精
根

を
つ
く
し
て
そ
の
製
作
を
急
い
で
ゐ
た
が
本
九
日
見
事
に
出
来
上
り
、
明
十

日
皇
帝
陛
下
が
歌
舞
伎
御
見
物
の
折
御
座
所
の
後
に
配
し
て

一
府
御
惑
興
を

添
へ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
こ

の
屏
風
は
桐
、
桑
、
蒔
綸
、
鉗
金
、
鍛
金
、
彫

金
等
あ
ら
ゆ
る
美
術
工
藤
の
粋
を
集
め
て
合
作
さ
れ
た
も
の
で
、
高
さ
六
尺

幅
二
尺
、
木
日
も
は
つ
き
り
し
た
桐
の
素
地
に
長
さ
一
尺
二
寸
五
分
、
幅
一

尺
一
寸
五
分
の
東
京
名
所
十
二
屎
を
誠
に
油
楚
に
織
り
込
み
、
こ
の
桐
地
下

方
の
蒔
給
に
は
か
す
か
に
東
京
市
の
マ
ー
ク
を
浮
か
し
て
あ
る
と
云
ふ
凝
り

方
で
、
裏
は
こ
の
表
の
浦
楚
さ
に
比
し
布
目
に
朱
塗
古
相
華
の
高
蒔
箱
を
配

し
て
ゐ
る
と
云
ふ
大
陸
味
た
っ
ぷ
り
の
も
の
で
あ
る
、
こ
の
楷
園
は
森
田

〔
武
〕
助
教
授
が
一
切
営
り
、
木
工
は
＿帝
展
で
も
特
選
を
得
て
ゐ
る
浅
草
橋

の
稲
木
春
千
里
氏
が
製
作
し
た
も
の
で
あ
る
が
十
二
景
は

日
本
橋
（
深
瀬
嘉
臣
助
放
授
）
赤
坂
離
宮
（
海
野
消
教
授
）
上
野
動
物
園

（
津
田
信
夫
教
授
）
二
喧
橋
（
松
田
樅
六
助
教
授
）
楠
公
銅
像
（
丸
山
不

忘
講
師
）
湯
島
理
堂
（
六
角
紫
水
教
授
）
明
治
神
宮
（
磯
矢
阿
伎

一艮
講

師
）
識
事
堂
（
内
藤
春
治
助
教
授
）
東
京
騨
（
山
崎
登
太
郎
助
教
授
）
靖

國
神
社
（
清
水
編
蔵
教
授
）
神
宮
綸
甕
館
（
石
田
英
一
教
授
）
永
代
橘

（
高
村
豊
周
赦
授
）

が
そ
れ
人
＼
換
営
し
て
制
作
に
常
っ
た
も
の
で
あ
る
。

⑪

杉
田
禾
堂
と
大
阪
府
産
業
工
芸
博
覧
会

昭
和
十
年
六
月
八

H
か
ら
二
十
八
日
ま
で
、
大
阪
府
立
貿
易
館
で
大
阪
府
産

業
工
芸
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
「
工
芸
品
の
工
業
化、

工
業
品
の
工
芸
化
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
こ
の
初
め
て
の
博
屁
会
に
は
、
大
阪
府
商
工
技
師
に
し

て
昭
和
七
年
六
月
同
府
立
工
業
奨
励
館
工
芸
産
業
奨
励
部
の
初
代
部
長
と
な
っ

た
杉
田
禾
堂
（
精
―

-）
が
大
ぎ
な
役
割
を
果
た
し
た
。
禾
堂
は
明
治
四
十
五
年

に
鋳
造
科
を
卒
業
し
、
大
正
八
年
に
講
師
に
就
任
（
鋳
造
実
習
担
当
）
。
金
工

研
究
会
お
よ
び
元
型
の
中
心
人
物
で
、
日
本
工
芸
美
術
会
の
創
立
や
、
帝
展
第

四
部
創
設
に
も
頂
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
昭
和
二
年
、
初
の
帝
展
第
四
部
の
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特
選
と
な
り
、
以
後
毎
年
入
選
、
昭
和
五
年
よ
り
推
薦
、
昭
和
八
年
審
査
員
と

な
っ
た
。
元
型
の
理
論
派
と
し
て
論
陣
を
張

っ
た
が
、
大
阪
に
赴
任
し
た
翌
年

に
元
型
は
解
消
、
そ
の
後
の
実
在
工
芸
美
術
会
の
同
人
に
は
加
わ
ら
な
か
っ

た
。
本
校
講
師
と
し
て
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
女
婿
芳
武
茂
介
（
昭
和
十
年
エ

芸
科
鍛
金
部
卒
）
の
文
を
後
に
引
用
す
る
。

大
阪
府
産
業
工
芸
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
同
じ
年
の
十
月
に
高
村
豊
周
ら
の

実
在
工
芸
美
術
会
が
創
立
さ
れ
、

「
用
即
美
」
を
唱
え
る
。
そ
れ
は
か
つ
て
の

元
型
同
人
と
し
て
禾
堂
と
歩
み
を
共
に
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
禾
堂
の
大
阪

で
の
業
績
に
つ
い
て
、

出
原
栄
一
は
『
デ
ザ
イ
ン
』
第
三
十
七
号
所
載
「
『エ

業
品
美
化
』
運
動
」
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

着
任
早
々
よ
り
「
工
業
品
美
化
」
運
動
に
全
力
を
注
が
れ
た
。
今
日
工
業

品
美
化
と
い
う
言
葉
は
何
か
。ヒ
ン
と
来
な
い
も
の
が
あ
る
が
、
要
約
す
れ
ば

現
代
い
う
と
こ
ろ
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
運
動
で
あ
り
、
又
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
・
デ
ザ
イ
ン
の
振
輿
策
で
あ

っ
た
。
一

方
新
進
工
芸
美
術
家
の
育
成
に
も

熱
意
を
示
さ
れ
数
回
の
研
究
会
を
も
ち
真
の
工
芸
美
術
を
説
か
れ
た
。
こ
れ

は
若
い
者
に
よ
る
新
し
い
工
芸
の
研
究
に
基
い
て
こ
れ
を
産
業
工
芸
の
範
と

し
生
活
用
品
の
改
善
に
資
す
べ
き
努
力
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
フ

ト
・
デ
ザ
イ
ソ

と
い
わ
れ
る
も
の
は
表
現
こ
そ
異
る
が
氏
が
当
時
と
な
え
た
、
「
実
用
工
芸

品
」
改
善
策
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

（
中
略
）
実
に
数
多
く
の
新
規
性
あ

る
研
究
を
次
々
と
実
行
さ
れ
た
。
然
し
時
期
尚
早
の
感
も
あ
り
、
全
て
が
受

入
れ
ら
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
こ
れ
が
工
芸
の
研
究
か
と
非
難
も
あ
っ
た
、

独
善
と
も
い
わ
れ
た
。
然
し
今
日
尚
引
き
つ
が
れ
て
い
る
奨
励
館
工
芸
部
を

始
め
、
大
阪
の
美
術
土
芸
界
、
産
業
工
芸
界
の
今
日
の
隆
器
の
裏
に
は
、
氏

氏
は
明
治
四
十
五
年
に
東
京
美
術
学
校
の
鋳
造
科
を
卒
業
し
、
そ
の
後
母

校
の
講
師
を
つ
と
め
な
が
ら
、
昭
和
一―一
年
に
設
立
さ
れ
た
商
工
省
工
芸
指
祁

所
の
金
工
部
長
を
兼
ね
、
あ
と
で
大
阪
府
商
工
技
師
と
し
て
府
立
工
業
奨
励

館
の
工
芸
部
長
に
な
ら
れ
た
。

〔帝〕

も
と
も
と
日
展
に
工
芸
部
が
設
け
ら
れ
た
最
初
か
ら
の
美
術
工
芸
家
で
、

審
査
員
を
幾
度
も
や
り
、
古
め
か
し
い
日
展
参
事
の
肩
書
の
持
主
で
あ
り
な

が
ら
、
早
く
か
ら
産
業
工
芸
を
か
じ
り
、
先
輩
同
僚
の
間
に
問
題
を
も
ち
出

し
、
昨
敬
さ
れ
な
が
ら
も
遂
に
こ
の
世
界
に
な
じ
み
得
な
か
っ
た
異
色
の
エ

芸
家
で
あ
っ
た
。

異
色
作
家
と
し
て
、
大
き
な
反
孵
を
よ
ん
だ
作
品
は
昭
和
五
年
第
十
一
回

帝
展
に
出
品
し
た
「
用
途
を
予
期
せ
ぬ
美
の
創
案
」
と
題
す
る

一
組
三
個
の

〔づ〕

鋳
物
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原
始
期
、
過
渡
期
、
完
成
期
と
名
ず
け
た
銀
の
円
筒
棉

成
、
青
銅
の
矩
形
透
し
構
成
、
鋼
鉄
の
波
文
構
成
の
小
品
群
で
あ
る
。

後
日
彼
は
次
の
よ
う
な
説
明
を
つ
け
加
え
た
。

ー
こ
の
作
品
は
意
匠
の
変
化
と
材
料
の
扱
い
に
よ
る
美
の
創
案
で
あ
っ

て
、
工
芸
の
基
本
技
術
の
研
究
で
あ
る
。
実
用
的
要
素
を
持
た
ぬ
故
、
工
芸

の
邪
道
だ
と
い
う
の
は
、
余
り
に
も
工
芸
の
名
に
捉
わ
れ
て
い
る
。

当
時

「
用
途
を
予
期
せ
ぬ
：
・
・
:
」
と
古
い
て
誤
解
を
招
い
た
。
そ
れ
は
用

〔
上
略
〕
異
色
工
芸
家
杉
田
粕
二

芳

武

茂

介

の
蒔
い
た
種
が
今
花
を
咲
か
せ
て
い
る
の
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ

、つ。
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語
の
誤
り
で
あ
っ
た
。
今
は
「
指
示
せ
ぬ
…
・
:
」
と
改
め
る
、
故
に
佃
物
に

し
て
も
亦
他
の
用
途
に
応
用
し
て
も
よ
い
—
ー
ー
と

。

当
時
日
展
工
芸
は
漸
く
「
機
能
の
逸
脱
」
が
目
立
っ
て
世
の
批
判
を
う
け

た
か
ら
、
用
語
の
誤
り
は
日
展
工
芸
を
代
表
し
て
矢
表
に
立
っ
た
観
を
呈
し

た
が
、
作
品
の
新
鮮
さ
は
据
え
坪
胆
き
を
食
っ
た
。

当
時
は
「
オ
フ
ジ
ェ
」
と
い
う
便
利
な
言
葉
は
な
か
っ
た
。
彼
は
地
下
で

苦
笑
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

彼
に
は
己
れ
の
所
屈
す
る
日
展
工
芸
が
進
み
つ
つ
あ
る
警
戒
す
べ
き
方
向

を
見
越
し
て
世
評
を
打
診
す
る
ア
ド
バ
ル
ー
ソ
の
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
日
展
の
美
術
工
芸
は
、
細
工
物
を
創
作
に
転
ず
る
運
動
で
あ
っ
た

が
、
美
術
に
追
従
す
る
あ
ま
り
民
衆
の
生
活
か
ら
離
れ
て
特
殊
な
範
囲
に
縮

小
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
恥
境
で
、
数
学
が
得
意
だ
っ
た
り
、
機
械
い
じ
り
が
好
き
だ

〔づ
〕

っ
た
り
、
理
ず
め
な
物
の
考
え
方
を
す
る
彼
が
異
色
だ
っ
た
の
は
、
今
日
の

常
識
か
ら
は
む
し
ろ
お
か
し
な
事
に
ち
が
い
な
い
。
学
生
の
私
逹
は
、
時
々

大
阪
か
ら
上
京
さ
れ
る
杉
田
講
師
の
講
義
を
大
い
に
期
待
し
て
、
生
徒
ば
か

り
で
な
く
先
生
方
も
大
勢
教
室
の
う
し
ろ
に
立
っ
て
頼
聴
し
た
も
の
だ
っ

こ。
キ
ー

L

の
j

内
容
は
彼
が
直
接
大
阪
の
業
界
を
対
象
と
し
て
、
試
み
た
色
々
を
ア
イ
テ

ア
と
そ
の
具
体
的
な
試
作
資
料
で
あ
っ
た
。

「
挺
漆
」
の
研
究
は
日
本
の
漆
技
術
の
新
し
い
使
い
方
で
あ
る
。

漆
は
出
来
上
っ
た
素
地
に
塗
ら
れ
て
完
成
す
る
が
こ
れ
に
漆
を
塗
っ
た
素

地
を
用
途
に
応
じ
て
用
い
る
逆
な
仕
事
で
あ
る
。
例
え
ば
漆
塗
り
の
長
い
丸

棒
を
ま
ず
つ
く
り
、
適
宜
切
断
し
て
、
ト
ア
ハ
ン
ド
ル
、
ブ
ロ
ソ
タ
ー
の
把

時
代
と
環
境
は
、
彼
の
活
動
を
た
だ
散
発
さ
せ
る
だ
け
で
過
ぎ
去
っ
た

手
に
用
い
る
、
試
作
品
は
あ
ら
か
じ
め
計
画
さ
れ
た
部
品
の
結
合
に
よ
っ
て

出
来
上

っ
て
い
た
。

そ
の
後
一二
十
年
を
経
た
今
日
、
漆
工
芸
家
に
こ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
は
遂

に
生
れ
て
い
な
い
。
た
だ
先
覚
が
や
っ
た
仕
事
の
範
囲
内
で
図
柄
を
変
え
、

く
り
か
え
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

「
把
手
の
研
究
」
や
「
注
器
の
滴
流
防
止
の
研
究
」
は
、

茶
茶
碗
の
把
手
の
観
念
的
な
形
体
に
対
し
て
、
機
能
的
な
追
究
を
進
め
た
も

の
、
ま
た
ド
ビ
ン
や
ヤ
カ
ン
の
い
わ
ゆ
る
尻
も
り
を
防
ご
う
と
、
実
験
装
置

コ
ー
ヒ
ー
や
紅

に
よ
っ
て
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
資
料
で
あ
る
。

ま
た
「
自
然
の
現
象
か
ら
抽
出
す
る
意
匠
」
は
、
今
日
い
う
構
成
の
基
本

で
、
統

一
と
変
化
、
対
称
、
繰
り
返
し
、
リ
ズ
ム
な
ど
を
自
ら
撮
影
し
て
豊

富
な
写
真
か
ら
抽
出
し
、
系
統
別
に
図
表
に
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
で
あ
っ

こ
。
f
 こ
う
し
た
資
料
は
当
時
の
美
術
工
芸
界
に
は
無
縁
で
あ
っ
た
し
地
方
の

一

公
共
機
関
の
と
ぼ
し
い
予
竹
が
で
、
そ
の
上
理
論
の
展
開
よ
り
も
具
体
的
な
実

用
を
牌
ぶ
環
境
の
も
と
で
、
次
々
と
試
み
ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
と
デ
ザ
イ
ン

は
、
当
時
ご
く
限
ら
れ
た
一
部
の
人
逹
し
か
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

偶
々
昭
和
十
年
に
開
か
れ
た
大
阪
府
産
業
工
芸
博
覧
会
は

「
工
業
品
の
美

化
」
と
い
う
前
代
未
聞
の
珍
し
い
テ
ー
マ
を
提
げ
て
世
を
照
か
せ
た
。
彼
は

こ
の
標
語
を
創
案
し
た
陰
の
人
で
、
そ
の
業
績
か
ら
見
て
当
然
の
こ
と
と
う

な
ず
け
る
。

恐
ら
く
今
日
の
工
業
デ
ザ
イ
ン
に
繋
が
る
日
本
で
の
最
初
の
テ
ー
マ
だ
と

思
う
。
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が
、
彼
は
明
ら
か
に
ア
イ
デ
ア
マ
ソ
と
オ
プ
ジ
ェ
作
家
の
先
駆
者
の
一
人
に

数
え
ら
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
『
デ
ザ
イ
ン
』
第
三
十
七
号
。
昭
和
一二
十
七
年
十
月
。
数
字
は
戦
数
字
に
統

一

し
た
。
）

⑫

実
在
工
芸
美
術
会
の
創
立
と
生
徒
グ
ル
ー
プ
の
展
覧
会

昭
和
十
年
十
月
、
実
在
工
芸
美
術
会
が
旧
元
型
同
人
を
中
心
に
結
成
さ
れ

た
。
設
立
に
際
し
て
の
声
明
で
は
、

「用
即
美
と
し
て
一
の
絶
対
で
あ
る
時
に

の
み
そ
こ
に
工
芸
的
貞
が
あ
る
」
と
う
た
い
、
帝
展
に
み
ら
れ
た
鑑
買
的
工

芸
、
装
飾
の
過
剰
を
批
判
し
、
平
凡
な
姿
で
あ
る
が
工
芸
的
に
建
康
な
る
も
の

を
目
指
し
た
。
創
立
時
の
同
人
は
鋳
金
の
高
村
盟
周
、

西
村
敏
彦
、

血
早
田
勝

秋
、
内
藤
春
治
、
丸
山
不
忘
、
陶
磁
の
河
村
喜
太
郎
、
新
井
謹
也
、
漆
工
の
吉

田
源
十
郎
、
山
崎
覚
太
郎
、
染
織
の
広
川
松
五
郎
、
木
村
和

一
の
十
一
名
で
あ

っ
た
。
翌
十
一
年
一
月
、
機
関
紙
『
実
在
工
芸
』
第
一
号
を
発
行
、

同
年
五

月
、
東
京
府
美
術
館
で
第
一
回
公
募
展
を
開
催
し
、
以
後
毎
年
、
第
四
回
ま
で

開
催
し
た
。
同
十
五
年
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
美
術
展
が
開
催
さ
れ
た
，
た

め
、
実
在
工
芸
展
は
中
止
と
な
り
、
そ
の
後
戦
時
体
制
に
入
り
、
物
質
の
欠
乏

な
ど
で
運
営
が
行
き
づ
ま
り
、
そ
の
実
体
を
失
う
。

実
在
工
芸
美
術
会
の
創
立
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
昭
和
十
二
年
に
は
、
本
校

卒
業
の
新
進
作
家
あ
る
い
は
在
校
生
た
ち
に
よ
っ
て
、
工
芸
土
ll
年
派
、
型
会
、

経
緯
工
芸
美
術
会
等
が
組
織
さ
れ
た
。

在
校
生
蓮
田
脩
吾
郎
（
鋳
金
）
、
義
江
（
板
坂
）
辰
治
（
彫
金
）
、
高
橋
由
昌

（
彫
金
）
、

野
崎
南
海
雄
（
鍛
金
）
は
昭
和
十

一
年
十
二
月
に
新
人
社
を
組
織

し
銀
座
紀
伊
国
屋
で
展
屁
会
を
開
催
し
、
翌
年
に
工
芸
青
年
派
を
結
成
し
て
、

同
十
二
年
、
銀
座
紀
伊
国
屋
で
展
屁
会
を
開
き
、
翌
十
三
年
卒
業
の
後
、
春
秋

に
第
三
回
ま
で
展
虹
会
を
紀
伊
国
歴
で
開
い
た
。
｛凶
村
盟
周
が
案
内
状
に
推
薦

文
を
贈
っ
て
い
る
。

型
会
は
昭
和
十
三
年
四
月
、

卒
業
と
同
時
に
高
橋
節
郎
（
漆
エ
）
、

金
子
徳

次
郎
（
彫
金
）
、
黒
瀬
英
雄
（
鋳
金
）
、
小
杉
二
郎
（
図
案
）
の
四
名
で
結
成
、

銀
座
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
第
一
回
展
を
開
催
し
、
引
ぎ
続
ぎ
十
二
年
、
十
三

年
と
展
覧
会
を
開
い
た
。
高
村
豊
周
と
広
川
松
五
郎
が
案
内
状
に
推
薦
文
を
贈

っ
て
い
る
。

経
緯
工
芸
美
術
会
は
、

昭
和
十
三
年
、

在
学
中
の
染
川
鐵
之
助
（
鋳
金
）
、

田
澤
清
美

（
鍛
金
）
、
田
中
芳
郎
（
彫
金）
、
吉
田
丈
夫
（
漆
エ
）
、
辻
光
典
（
漆

工
）
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
四
月
、
第
一
回
展
を
銀
座
紀
伊
国
屋
で
開
い
た
。

邸
村
幽
早
周
と
山
崎
覚
太
郎
が
推
鷹
文
を
贈

っ
て
い
る
。

そ
の
後
同
会
は
毎
年
、

春
秋
に
資
生
堂
で
展
覧
会
を
開
き
、
同
十
五
年
、
第
五
回
展
を
最
後
に
出
征
の

た
め
解
散
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
。

新
進
作
家
の
徴
兵
の
た
め
、
以
上

――一
団
体
の
活
動
は
中
断
し
た
。
嶋
本
久
寿

弥
太
は
『
鋳
金
近
代
史
稿
』
（
鋳
金
家
協
会
、
昭
和
一二
十
二
年
）
で
、
こ
れ
ら
に
参

加
し
た
作
家
た
ち
は
、
の
ち
に
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

・
デ
ザ
イ
ソ
、
ク
ラ
フ

ト
・
デ
ザ
イ
ン
等
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
動
向
を
み
せ
、
ま
た
、
工
芸
の
素
材
を

使
っ
た
造
形
運
動
の
は
し
り
を
み
せ
た
、
と
評
し
た
。

田
中
芳
郎
氏
（
昭
和
十
四
年
工
芸
科
彫
金
部
卒
業
）
は
編
者
の
質
問
に
対
し

て
次
の
よ
う
に
話
し
た
。

バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
教
育
は
全
世
界
に
影
聾
を
与
え
た
が
、
そ
う
い
う
流
れ
の
中

に
大
き
く
言
え
ば
元
型
の
人
た
ち
も
エ
人
社
も
い
た
。
不
思
議
な
の
は
、
ド

イ

ツ
が
第
一
次
世
界
大
戦
で
負
け
た
翌
年
に
バ
ウ
ハ
ウ
ス
が
開
校
し
、
ア
メ
リ
カ
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